
京
都
大
学
学
締
出
版
会

語障

I :零
環..J:::'a.
境基調ζ

き類
5生
主態
2学

杉
山
幸
丸
編
著



霊
長
類
生
態
学

O
目

次



序
章

第
1
章

第
2

章

第
3
章

第
4
章

第
う
章

第
l
部 霊

長

類

の

野

外

研

究

で

、

い

ま

何

が

問

題

に

な

っ

て

い

る

か

社
会
と
生
態
の
切
れ
な
い
関
係
/
森
林
と
霊
長
類
の
複
雑
な
か
絡
み
あ
い
/
環
境
に
合
わ
せ
、
巧

み
に
利
用
す
る
/
繁
殖
を
め
ぐ
る
親
子
と
集
団
/
社
会
構
造
に
は
幅
広
い
変
異
が
あ
る
/
野
外
研

究
を
主
と
す
る
霊
長
類
学
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

杉
山
幸
丸

熱
帯
林
と
群
集
|
同
じ
場
所
で
ど
う
共
存
し
、
暮
ら
し
を
な
り
た
た
せ
て
い
る
か

熱

帯

林

と

霊

長

類

群

集

な
ぜ
群
集
の
研
究
な
の
か
?
/
霊
長
類
進
化
の
群
集
論
的
背
景
/
群
集
論
の
考
察
の
単
位
/
霊
長

類
の
ニ
ツ
チ
重
複
/
な
ぜ
熱
帯
林
の
果
実
資
源
量
は
変
動
す
る
の
か
?
/
資
源
且
一
阜
の
変
動
が
霊
長

類
群
集
に
お
よ
ぽ
す
影
響
/
将
来
の
研
究
者
の
た
め
に

三
谷
雅
純

ホ
ホ
ジ
ロ
マ
ン
ガ
ベ
イ
の
採
食
行
動
と
果
実
食
ギ
ル
ド
に
お
げ
る
地
位

群
れ
の
人
づ
り
/
森
に
は
た
く
さ
ん
の
木
が
生
え
て
い
る
/
マ
ン
ガ
ベ
イ
が
利
用
す
る
木
の
数
は

少
な
い
/
利
用
す
る
場
所
も
少
な
い
/
か
ぎ
ら
れ
た
木
を
繰
り
返
し
利
用
す
る
/
利
用
す
る
木
を

次
々
変
え
て
い
く
/
サ
ル
と
植
物
の
相
互
作
用
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
/
マ
ン
ガ
ベ
イ
に
種
子
を
壊

さ
れ
な
い
工
夫

丸
橋
珠
樹

ア
カ
コ
ロ
ブ
ス
対
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
ー
霊
長
類
に
お
け
る
食
う
|
食
わ
れ
る
の
関
係

霊
長
類
に
お
け
る
食
う
|
食
わ
れ
る
の
関
係
/
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
肉
食
/
ア
カ
コ
ロ
ブ
ス
に
対
す

る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
狩
猟
の
影
響
/
/
最
後
に

五
百
部
裕

サ

ル

の

薬

膳

料

理

マ

イ

ケ

ル

・

A

・

ハ

フ

マ

ン

/

小

清

水

弘

一

/

大

東

大
型
類
人
猿
の
自
己
治
療
行
動
/
大
型
類
人
猿
の
日
常
食
の
生
態
化
学
的
考
察
/
類
人
猿
自
己
治

療
植
物
の
薬
理
的
民
間
利
用
法
/
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
実
際
の
応
用

ア

フ

リ

カ

類

人

猿

の

ソ

シ

オ

エ

コ

ロ

ジ

ー

ー

T
H
V
仮
説
の
現
在

類
人
猿
と
ヒ
ト
の
進
化
/
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ボ
ノ
ボ
の
違
い
/
T
H
V
仮
説
/
T
H
V
仮
説
の
検

証
/
T
H
V
仮
説
の
問
題
点
/
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
種
内
変
異
/
「
人
間
本
性
」
へ
の
遠
い
道
の
り

山
越

11 目

15 37 61 

肇

85 

にコ

109 



第
6
章

第
7
章

第
8

章

第
9
章

第
印
章

第
2
部

環

境

を

ど

う

利

用

し

な

が

ら

生

き

て

い

る

か

疎

開

林

で

食

べ

森

に

集

ま

っ

て

眠

る

チ

ン

パ

ン

ジ

ー

乾
燥
疎
開
林
の
広
が
る
ウ
ガ
ラ
/
ウ
ガ
ラ
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
生
活
/
生
き
延
び
る
た
め
に
人
は

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
す
る
サ
ル

l
l
温
熱
生
態
学
の
す
す
め

晴
乳
類
と
温
度
/
気
温
適
応
の
た
め
の
体
の
し
く
み
/
ひ
な
た
ぽ
っ
こ
を
す
る
サ
ル
/
気
温
と
食

物
/
温
熱
生
態
学
の
す
す
め

食
物
の
種
差
と
性
差
|
パ
タ
ス
ザ
ル
と
タ
ン
タ
ル
ス
ザ
ル

か
と
こ
一
・
ア
フ
リ
カ
。
カ
メ
ル

l
ン
/
赤
い
色
の
大
き
な
サ
ル
と
緑
色
の
小
さ
な
サ
ル
|
|
土
地
利

用
様
式
の
種
差
/
ア
カ
シ
ア
や
昆
虫
を
好
む
パ
タ
ス
と
種
子
や
葉
や
花
を
好
む
タ
ン
タ
ル
ス
1

1

食
物
の
種
差
/
妊
娠
・
授
乳
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質
に
富
む
食
物
を
好
む
雌

l
l
食
物
の
性
差
そ

の
↓
/
交
尾
季
に
採
食
時
聞
が
短
く
な
る
雄
ー
ー
活
動
時
間
配
分
の
性
差
/
採
食
時
間
の
不
足
を

補
う
た
め
に
速
く
食
べ
ら
れ
る
食
物
を
好
む
雄
|
|
食
物
の
性
差
そ
の
こ
/
要
約

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

で

ど

う

ヒ

ヒ

の

社

会

が

読

め

る

か

マ
ン
ト
ヒ
ヒ
と
ゲ
ラ
ダ
ヒ
ヒ
/
ヒ
ヒ
の
生
態
調
査
/
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
リ
ズ
ム
/
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
時
間
収
支
/
ヒ
ヒ
類
全
般
に
つ
い
て
の
ダ
ン
パ

I
の
研
究
/
ヒ
ヒ
類
の
活
動
時
間
収
支
/

ゲ
ラ
ダ
ヒ
ヒ
と
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
の
位
置
/
食
物
密
度
移
動
時
間
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
の
関
係
/
社

会
構
造
の
違
い
の
問
題
/
対
捕
食
者
行
動
に
つ
い
て

里
の
サ
ル
た
ち
|
新
し
い
生
活
を
は
じ
め
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
い
ま
/
な
ぜ
里
に
出
る
の
か
/
里
の
サ
ル
と
の
付
き
合
い
か
た
/
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と

の
共
存
を
め
ざ
し
て

小
川
秀
司

揚
妻
直
樹

中
)11 

尚
史

岩
本
俊
孝

室
山
泰
之

131 153 177 201 225 
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信
用
日
立
草

第
口
章

第
日
章

第
M
章

第
口
章

第
凶
章

第
3
部

ど

う

や

っ

て

子

孫

を

残

す

か

サ
ル
の
人
口
学

サ
ル
の
個
体
数
と
人
口
学
/
雄
の
人
口
学
/
人
口
学
の
二
ホ
ン
ザ
ル
自
然
集
団
へ
の
応
用
と
そ
の

意
義
/
他
の
野
生
群
と
の
比
較
お
よ
び
応
用
/
ま
と
め

胎
児
か
乳
飲
み
子
か
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
お
け
る
分
散
投
資

定
量
的
授
乳
研
究
の
現
状
/
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
お
け
る
授
乳
期
間
/
授
乳
と
胎
児
と
の
関
係

餌
づ
け
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
下
位
雌
の
採
食
戦
略

社
会
的
順
位
は
食
物
獲
得
に
関
係
す
る
か
/
人
工
え
さ
場
で
の
食
物
獲
得
に
現
れ
た
社
会
的
地
位

の
差
/
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差
/
栄
養
摂
取
の
不
利
は
繁
殖
成
功
度
に
影
響
し
た
/
不
利
を
補
っ

た
下
位
雌
の
努
力
と
代
償

ほ
ん
と
う
の
父
親
は
誰
か
|
遺
伝
子
か
ら
社
会
を
見
る

父
子
判
定
の
方
法
/
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
父
子
判
定
/
父
子
判
定
の
今
後
、
性
格
に
関
与
す
る
遺
伝
子

の
登
場
/
霊
長
類
学
の
新
た
な
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に

第
4
部

何

が

多

様

な

社

会

を

生

み

出

し

た

か

優
劣
の
き
び
し
い
社
会
と
ゆ
る
や
か
な
社
会
マ
カ
ク
属
の
サ
ル
の
比
較
研
究
か
ら

優
劣
と
は
何
か
/
優
劣
順
位
序
列
の
進
化
/
マ
カ
ク
属
に
お
げ
る
優
劣
ス
タ
イ
ル
の
種
間
差
/
優

劣
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が
ど
う
し
て
生
じ
た
の
か

子
殺
し
行
動
に
お
け
る
自
他
の
ア
カ
ン
ボ
ウ
の
識
別

新
し
い
ゲ
ラ
ダ
ヒ
ヒ
の
分
布
地
の
発
見
/
観
察
さ
れ
た
子
殺
し
の
ケ
l
ス
/
そ
の
他
の
子
殺
し
/

リ
ー
ダ
ー
交
代
に
伴
う
流
産
/
両
集
団
の
社
会
構
造
の
違
い
/
バ
ン
ド
の
役
割
/
生
息
環
境
の
違

い
/
子
殺
し
遺
伝
子
/
ヒ
ヒ
の
仲
間
に
お
け
る
子
殺
し
/
子
殺
し
遺
伝
子
の
異
な
っ
た
解
釈
/
子

殺
し
行
動
の
解
発
/
ヒ
ヒ
の
オ
ト
ナ
雄
に
よ
る
自
他
の
ア
カ
ン
ボ
ウ
の
識
別
/
ゲ
ラ
ダ
ヒ
じ
の
子

殺
し

大
沢
秀
行

田
中
伊
知
郎

横
田
直
人

井
上
(
村
山
)
美
穂

松
村
秀

フk
草木

明
雄

lV 

251 

自

273 293 313 339 361 



第

η
章

第
凶
章

第
W
章

第
却
章

ゴ
リ
ラ
の
父
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
子
殺
し
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て

家
族
の
起
源
と
ゴ
リ
ラ
の
社
会
/
ゴ
リ
ラ
の
地
域
変
異
/
マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
の
子
殺
し
と
雌
の

移
籍
/
雌
が
集
団
で
移
籍
す
る
カ
ア
ジ
山
の
ゴ
リ
ラ
/
初
期
人
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

個
体
の
論
理
、
群
れ
の
論
理
霊
長
類
に
お
け
る
個
体
聞
の
協
力
的
な
関
係

生
態
的
な
要
因
か
ら
み
た
群
れ
/
個
体
の
論
理
、
群
れ
の
論
理
|
|
協
力
的
な
関
係
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
/
協
力
的
な
行
動
の
進
化
/
個
体
の
利
益
と
群
れ
の
利
益
の
「
対
立
」
か
ら
協
力
が
う
ま
れ
る

i
i
複
数
レ
ベ
ル
淘
汰
の
考
え
方

第
5
部

日
本
の
サ
ル
学
|
|
温
故
知
新

科
学
と
非
科
学
の
は
ざ
ま
で
|
日
本
の
霊
長
類
学
は
ど
こ
ま
で
日
本
的
か
?

今
西
錦
司
の
思
想
の
特
徴
/
京
都
・
シ
カ
ゴ
・
ウ
ィ
ー
ン
|
|
一
九
四

0
年
代
の
生
態
学
/
日
本

の
(
非
)
独
自
性
、
科
学
的
厳
密
さ
、
そ
し
て
科
学
の
物
語

日
本
の
サ
ル
学
を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
道
を
探
る

何
が
衝
撃
的
だ
っ
た
の
か
/
ほ
ん
と
う
の
衝
撃
は
血
縁
関
係
の
発
見
/
社
会
と
生
態
の
関
係
/
多

方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

473 

引
用
文
献

あ
と
が
き
と
謝
辞

486 

488 

本
書
に
登
場
す
る
霊
長
類
の
和
名
・
学
名
対
照
分
類
表

索執
筆
者
紹
介

ヲ|

493 

496 

山
極
寿

岡
本
暁
子

佐
倉

杉
山
幸
丸

385 405 

統

427 451 
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第
ー
部

熱
帯
林
と
群
集
|
同
じ
場
所
で
ど
う
共
存
し
、
暮
ら
し
を
な
り
た
た
せ
て
い
る
か



第

2
部

環
境
を
ど
う
利
用
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
か



第
3
部

ど
う
や
ーコ

て
子
孫
を
残
す
か



第

4
部

何
が
多
様
な
社
会
を
生
み
出
し
た
か



第

5
部

日
本
の
サ
ル
学
l

温
故
知
新
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本書に登場する霊長類の和名・学名対照分類表

和名・学名は原則として『サルの百科j(杉山幸丸編，データハウス， 1996年)巻

末の分類表にしたがった.しかし，本書の中では別の名前が用いられていることが

ある.その場合にはその別名を( )の中に示した.

霊長目(サル目)Order Prirnates 

原猿亜目

レムール科 Family Lemuridae 

ワオレムール(ワオキツネザル)

インドリ干ヰ Family Indridae 

インドリ

ロリス科 Family Loridae 

ポト

真猿亜日

マーモセット科 Fami片Callitrichidae

セマダゃラタマリン

エンペラータマリン

オマキザル科 Family Cebidae 

アカホエザル

クロクモザル

シロガオオマキザル

フサオマキザル

ナキガオオマキザル

フンボルトウーリーザル(ウーリーザル)

コモンリスザル

セアカリスザル

オナガザル科 FamilyCercopithecidae 

オナガザル亜科 SubfamilyCercop江hecinae

ミドリザル(サバンナザル)

ミドリザル

タンタルスザル

ベルベットザル

アカオザル

キャンペルザル(キャンベルグエノン)

クチヒゲザル

ダイアナザル

アオザル

プラザザル

オオハナジログエノン

ショウハナジロザル(ショウハナジログエノン)

クラウンザル

パタスザル

アジルマンガベイ

ω|本書に登場する霊長類の和名・学名対照分類表

Lemur catta 

lndri indiη 

Perodicticus po向

Saguin叫/お仰lIis

Saguin.削 zmperator

Alouatta seniculus 

Ateles paniscus 

Cebus a必祈0即

Cebus apella 

Cebus oliva日前

Lagothrix !agotricha 

Sai抑止す sctureus

Saimiri oe灯tedii

Chlorocebus (Cercop.幼 ec.剖 ) aethiops 

C. a. sabaeus 

C. a. tanta四I

C. a. pyg町ythrus

Ce町 opithecusascanius 

Cercopithec.前 cambe!li

Cercopithec.即 Cψ'hus

Cercψithecus diana 

Cercopi働側 mltls

Cercopithec.出 neg!ectus

CercoPithecus即 ctztans

Cercψithec.卸 petau問 "ta

CercoPithecus pogonias 

Erythroceb凶 patas

Cercocebus agilis 



シロエリマンガベイ

スーティマンガベイ

ホホジロマンガベイ

ベニガオザル

アッサムザル

タイワンザル

カニクイザル

ニホンザル

ムーアザル

アカゲザル

ブタオザル

ボンネットザル

シシオザル

トクザル

ノてーパリザル(バーバリ・マカク)

チベットザル

トンケアンザル

ドリル

マンドリル

マントヒヒ

アヌビスヒヒ

キイロヒヒ(サバンナヒヒ)

チャクマヒヒ

ゲラダヒヒ

コロブス亜科 Subfamily Colobinae 

キングコロブス

アビ、シニアコロプス(クロシロコロブス)

アカコロブス

オリーブコロブス

ハヌマンラングール

テナガザル科 Family Hylobatidae 

オランウータン科 Family Pongidae 

オランウータン

ゴリラ

マウンテンゴリラ

ニシローランドゴリラ

ヒガシローランドゴリラ

チンパンジー

ボノボ

ヒガシチンノfンジー

ニシチンパンジー

ツェゴチンパンジー

ヒト手ヰ Family Hominidae 

ヒト

Cercocebus torqua加5

Cercocebus白rquatuatys 

Lophoceb剖 (C町回cebus)albigena 

Maca叫副・c向ides

Maca印刷ame削 tS

Macacaヮclopis

Ma岬 afascicularis 

Macaca fuscata 

Macaca maurus 

Macaca mulatta 

Macaca nemestrina 

Macaca radiata 

Macaca silenus 

Macaca sinica 

Macaca sylva脚 5

Macaca thibe品"ana

Macaca ton是eana

Mandrill，悶 leucopha聞

Mandril，ルssphi.府

P aPio hamadryas 

Papio anubis 

Papioヮnocψhalus
PaPio ursin削

Theropithec，剖 gelada

Colob.前 po桝om町

Colob師 guereza

Procolobus badius 

Procolobus verus 

SemnoPithec.剖 entellus

P附'gopygmaeus 

Gorilla gori.よμ

G. g. beringei 

G ιgorilla 

G. g・grauerz

Pan trogloみ'tes

P. t. schwein角的i

P.ιverus 

P. t. trogl，吟加

Pan paniscus 

Homo sapie町

本書に登場する霊長類の和名・学名対照分類表|哨



索 引 事項索引・霊長類名索引

事項索引

あ

挨拶行動 410，412 
アクティビティの時間収支 210 

アリー， w. C. 432，433，436，437，439-446， 

449 

移籍 ~263 ， 264， 266 ， 32~38~38~39ラ 399 ，

401-403，417，435 
遺伝子九九 9，314，326，328，332-336，346，

373， 376-378，419，420，423，431，448，457， 

468 

移動時間 195，210，214，216-221，223，307 

今西錦司 10，134，386-388，428-433，43ト

441，443，445，446，448，449，453-4うう，463

ウガラ 132，134-1う0，1ラ2
栄養的吸引 277，279-281，28ラ
栄養分析 119，120，296，298，310 

餌づげ 7，72，134，218，228，229，236，2う2，

2う4，2うう， 2う7，266，268，269，271，275，277，

288，291，294，29う， 304-306，310，311，326，

343，344，453，454，460，462，464，46う

エネルギ一九 62，143，1う4-1ラ7，161-166，

170，171，174，17う， 188，191，192，202，274，

287， 290， 291， 294， 29う， 297-304，309-311，

46ぅ

消費 1ラ7，301-304，311

余剰 304，311 
Eribroma ラ2-54，56， 59 

Erythrophloeum 51ーラ9

エンリッチメント 10う， 106

か

拡散的共進化 39，η 

果実シンドローム 19，27，り

果実の利用可能性 114，118，123 

家族 318，386，388，404 

カロリー 119ー121，166，167，170-172，186，

187，189，196，197，199，296，297，299，308， 

309 

干渉型競争 31，32 
気温 2，ぅ， 6，154-167，169-171，17九212-214，

3ラ6，366，46ラ
寄生虫感染症の制御 86 

基礎代謝量 (BMR) 1うう， 302，303

共存 16-18，21-23，25，32，33，36，11う121，

349，383，386，388，389，397，400，401，403， 

440 

協力行動 419，420，436 
ギルド 26， 39， 59 

く偶蹄類+蓄歯類+ゾウ〉シンドローム 19， 

27-30 

駆除圧 230，234 
グループサイズ 202，211-214，216-221，223 

グルーミング 16~16~20~212 ， 213 ， 29ラ，

303，307，330，342，343，349，350，367，420 

→毛づくろい

系統関係 356 

血縁関係 7，314，330，332，341，352，灯台 374，

393，401，403，404，420，43う4う8，468

血縁者びいき 353，354 
血縁認識 319，328，330 
毛づくろい 112，124， 12九193，342→グルー

ミング

攻撃性 113，126，127，374，377，378，468 

攻撃の緩衝作用 381 

攻撃の抑制解除 377-380 

交尾季 190，191，193-197，199，210，277，283， 

319，322，463 
子殺し 9，111，112，125，223，362-364，366 

370，372-380，382-384，387，388，393，396 

401，403，434，435，458-460，464，467，468 

一一遺伝子 9，363，374，376-379，383，468 

の性選択説 363，373，379 
誤りによる一一- 378 

種内 9，458，459，460 

個体群生態学 6，2ラ2
個体識別 41，2日， 360，393，407，412，435，

446，4ラ3，454，4ぅ6，4う7，462

コータリー 20，灯

子どもの世話 364 

コミュニティー 112， 386， 388，401-404，431 

混群 33，34，79-83 
コンゴ共和国 17，22，24，38，11ぅ， 116，389

さ

採食競合 74，113-116，118，121，124 

採食時間 21，46，う1，87，116，117，119，167，

索引 I494 



182，190-193，19ラ， 196，199，207，208，210，

213，29ラ， 307-309，460

採食速度目，ラ7，196，197，199，29う

採食ノfツチ 41，240，241，244 

サバンナ 6，の， 74，122，132，133，141，151，

1ぅ2，164， 178， 202， 211， 403 

サルダンゴ lラ9-163，17う

サルの心 467 

シカゴ学派 436，442，444-446 

自己治療 86，87，93，96，100，104-108 

自然選択 202，34ラ，346-348，359，432，440，

442 

社会進化の要因 363，379 

社会生物学 314，344，362，381，432，434，441， 

457-461 

社会的順位 294，30九32う→順位

ジャーマン口ベルの法則 172，17ラ

獣医学 10ラ， 106

種間関係 16，17，20，26，34-36 

種間差 349，りし 3ラ3

種子散布 4，19，20，26，27，29，30，35，36，39， 

51，ラ2，ううう9

種子食 32，39，う1，ぅ2，55，う9

出産間隔 276，282-284，286，287，288，290， 

291，30う， 398

出産季 190，191，196，199 

出産率 72，236，2ラ2，2η，256-260，262，266，

267，269-271，30ラ，306，464

年齢別一一 2う2，2ラ8，260，26九268，269，

271 

授乳 7，8，189，190，199，274，27う291，304，

363，387，395 
授乳期間 274，276，277，279-28ラ， 288-291 

狩猟 4，の-68，71-74，78-80，82-84，139

順位入 112，19う， 271，294，318，319，322，324

330，332，341，342，366，368，45う，4ぅ6，464，

46ラ

一一市U 8，344，453，455，46ラ

社会的 294，30九325

消費エネルギー 1う7，301-304，311→エネル

ギー

食物現存量 167-169 

食物摂取量 197，298 

食物選択 86，170 

食物タイプ 181，182，186，189，196，199 

食物パッチ 41，42，44，46，47，49，121，143， 

149，1ラ1，1ラ2，210，217-219，23ラ， 391

一密度(食物密度 210，217-220

人口学 6，2う2，2う3，263， 26ラ

ω|索引

髄の苦汁摂取行動 87-89，92 

ステロイド配糖体 102， 103 

スリーピング・パーティー 147，149，1う1，

1ラ2→パーティー

性格 7，332-33う
性選択説 363，373，374，376，378，379→子殺

しの性選択説

生息密度 71，81，82，83，134，144-146，1う2，

227，370，388，415，460，462 

生存曲線 2 ラ 4， 25 ラ， 261 ， 26~264， 27~271

生存率 2ラ6-2ラ9，262，264，267，269，270，327，

330，348 
年齢別 252，260，26九268，271

生態条件 402，403 
成長 189，190，284-287，305，328，387，393 

セカンド雄 364，371，383，384 

世代間隔 2う3，2ラ9，260

全体論 429，430，434，436，438，440，441，443 

447 

相互作用 16，34，行， 108，274，360，423，439，

460 

疎開林の， 71，78，132-13う， 137-139，14ト

143，145，148，149，151，178，202，214 

た

体温九 1日一161，163，16九171，302

胎児 189，190，282，284-289，311，364，369 

代謝産物 32，86，93，96-98，100，103 

体重う，48，154-1ラ7，166，171-17う， 188，284，

289，302-304，311，462 

対捕食者行動 222，223 

対捕食者戦略行， 79，83，84，223

高崎山 252，2う4-2ラ9，262-264，268-270;295

297，30ラ311，326，340

探索コスト 170，171 
タンパク質 119，121，174，186-191，196，197， 

19~209， 297 ， 309 ， 310 ， 31 う， 319， 334

一一摂取量 310 

地域変異 220，389 
腸結節虫 88-93，100，103，106 

THV 111，113-122，124，126，127 

DNA 7，314-319，336，463，468 

一一分析(解析 316，317，463，468

定住性植物食者 26 

天敵 63，69，74，7ラ， 79，80， 82-84 

動物行動学 289，428，433，436，438，441 

泊まり場 148，1ラ0-1う2，156，202，203，206，

211，404 
く鳥+オナガザル〉シンドローム 27-30，35 



な

肉食 4， 64， 66-68， 84， 112 

ニッチ九七21-23，2ぅ， 32，36，59

妊娠ぅ， 8，174， 189-191， 199， 276， 278， 281-

291，311，327，362，う6ぅ， 369，う73，380，387，

393，470 
認知 383，423，4うう，467

熱帯雨林 132-134，141，143，144，147，149， 

1ぅ1，1う2，3う6，364，389

年齢別出産率 2う2，2う8，260，26九268，269，

271→出産率

年齢別生存率 2う2，260，26ぅ， 268，271→生存

率

脳 133，1ぅ4，163，333，334，458

農地への依存 236，244 
乗っ取り 379， 380， 382， 383， 39う

は

ノqーティー 112-114，118，119，147-152，304 

サイズ 113，114，118-121，123-12九

147-149，1うI
スリーピング・一一← 147，149，151，152 

ノ¥ーデイング 368， 374-376， 382 

葉の呑み込み行動 87，89，92，93，103 

繁殖行動 20，21，2ラ， 191-194，196

繁殖成功度 7，304，30九314，326，327，34九

463，464-466 
繁殖の偏り 413，414，417，423 

反ダーウィン 432，433，439 

ノfンド 211，212，220，221，223，224，370，371， 

376，382 
被害管理 239，240，247 
PCR 315，316，319 
被食者(被捕食者) 16， 36， 63， 7ラ， 83

ひなたぼっこ 159，161，163 
複数レベル淘汰 423 

複雄群 221，222，32ラ， 329，39う， 397，401，403，

404 

父系 222，2ラ9，318，319，331，376，380，388，

39う， 401，404，470

一一社会 2う9，380，470
父子判定 7，314，318-322，324，32九329，330，

霊長類名索引

あ

アオサドル 22，69，80'，83，140 

アカオザル 68，80-83，140-142 

う32，333，418
文化 17，110，33九428，43九453，のう

分岐年代 112，12う， 334，374

分布の拡大 226，234，236，237 

糞分析 118，120 
ベア社会 362，363 

平均寿命 253-2り， 259，261，264，271

捕食圧 149，151，223，414 

捕食者 4，6，16，79，111，149，188，193-19ラ，

203，214，216，220，222，223，265，うラ9，362，

ヲ71，408

ま

民俗生薬 99，106 
群れ間競合 3ラ3，409，415-418

群れ聞の出会い 412-418，420 

群れ内の競合 408，409，416，418 

モッピング 223，366 

や

薬理効果 99，100，10う
野生動物管理 246，247 
有機体論 430，443，444，445 

優劣 7，8，112，294，306，325，329，340-349， 

351，353-3うう，412，416，418，421，422，4ララ，

4ラ6，46ぅ，466

一一一スタイノレ 349-353，355，3ラ6，3う8，3ラ9

ユニγト 211，221，223，364，366-371，374-

376，380，382-384 
余剰エネルギ~ 304，311→エネルギー

b 

ラウドコール 417，418 

リーダー市 344，452，453，のう

流産 28ラ287，289，364，369，383，384

霊仙 2ラ3，265，266，268，269，30う

霊長類学 2，3，9，10，110，134，230，272，33九

428，429，431，432，434，43ラ， 446，447，4ラ2，

453，462 
ローレンツ， K. 428，432，433，436-446，448， 

449 

アカゲザル 16九274，284，319，321，324，349，

3う0，3ラ4，3う7
アカコロブス 4， 39， 68-84， 140 
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アカホエザル 189，324，329 
アジルマンガベイ 39 

アヌビスヒヒ 141，203，20九206，211，221，
36ぅ， 375

インドリ 189 

ウーリーザル 10う

エンベラータマリン 32 

大型類人猿 17，38，40，86，87，96，97，100， 
104，106，107，133，134，144 

オオハナジログエノン 22，39，80 
オナガサ。ル(類) 17，19，20，22，2九 27，29，

30，3ラ， 140，202，286，32ラ
オマキザル(類 22，32，33
オランウータン 100，110，133，150 
オリーブコロプス 69，80 

力、

カニクイザル 22，321，324，329，350，356-358 
キイロヒヒ 80，141，189，203，211 
キャンベルザル(キャンベルク令エノン) 80 

キングコロブス 68，69，80 
グエノン(類) 33，36，39， 189， 190 
クチヒゲザル 39 

クモザル 213 

クラウンザル 23，39 
クロクモザル 18 

クロシロコロブス 39 

ゲラタ‘ヒヒ 6，9，110，202-20九207-209，211，
213，216-221，223，224，362-366，368-370， 
372，373，376，382-384 

コモンリスザル 32 

ゴリラ丸 24，38，98，99，110，111，114-121，
12ラ， 13~144， 386-393 ， 39ラ -398， 400-404 ，

433 

コロブス(類) 16， 32， 36， 39， 70 

さ

サバンナザル(サバンナモンキー 141，ゅう
サバンナヒヒ 110，141，189，190，192，218-

220，327，374，381 
シシオザル 350，3う7
ショウハナジログエノン 80 

シロエリマンガベイ 22 

シロガオオマキザル 32 

スーティマンガベイ 69，80 
セアカリスザル 190 

セマタゃラタマリン 32 

削!索引

た

ダイアナザル 22，69，80-83 
タイワンザル 3う0，357
タマリン(類 32，409
タンタルスザル 178-193，19う 199

チャクマヒヒ 141，203 
チンパンジ- 4，6，23，24，33，38，63-84，86 

93，96-101，103，107，110-126，132-135， 
138-1ラ2，316，319，321，324，327，333，363，
374，388，389，402，404，406，410-412，43ラ，
470，471 

ツェゴチンパンジー 22-24，38，95 
テナガザル 18，22，110，362，363 
トクザル 288，350，3ラ7
ドリル 22 

トンケアンザル 349，付。

な

ナキガオオマキザル 189 

ニシチンパンジー 77，り

ニシローランドゴリラ 22-24，33，38，9九
11九389-392，401，404

ニホンザル 6，8，17，47，63，64，72，110，134， 

は

1ラ7-163，16う， 17う， 211，220，226-228，230，
232-234，240，245，247，2う2-254，263，26う，
269-272，274-278，282-286，288，290，291， 
294，29ラ， 302，306，308-310，318-322，324，
32ラ， 327-330，334，336，340-343，349，3ぅ0-
3ラ3，3う7，407-409，413-416，428，434，437，
440，453，45う， 4ラ6，4う8，462，463，46ぅ， 467，
469 

パタスザル 178-199，321，324，325，329 
ハヌマンラングール 9，319，363，377，387， 

388，39ラ， 434，4う8-460，462， 464， 467， 468 
バーパリザル(バーバリー・マカク 321，

324，329，330，349，3う0，3う7，381
ヒガシチンパンジー 77，り， 134

ヒガシローランドゴリラ 92，95， 115， 389-
392，398-401 

ヒト 17，34，86，96，106，107，110，111，126， 
127，133，144，1う2，1ラ4，166，276，286，289，
303，310，314-316，318，328，332-33九406，
420，422，423，467，470 

ヒヒ(類) 16，69，141，1うし202-206，209-
222，286，290，36ラ， 372，374，376，381

ブタオザル 321，324，3う0，356-3う8
フサオマキザル 32 



プラザザル 39 

ベニガオザル 321，324，329，349，350，357 
ベルベットモンキー 141，19ラ
ホエザル 213，363，374 
ポト 69 

ボノボ 4，92，り，97，98，110，111-117，119，
120，121，122，124-127，133，144，316，319 

ホホジロマンガベイ 22，33，38-40，42，44， 
47，ラ0，う1，うラ，ぅ6，ラ8，ラ9，189

ボンネットザル 350 

ま

マウンテンゴリラ り，98，114，11う， 389-394，
398-401 

マカク(類) 8，25う， 349，350，355-3う9，407-
409，414，41ラ

マンガベイ 39，44，52，う8

マントヒヒ 6，202，203，205-211，213，216 
218，220，221，36う， 372，374-376，380，382

マンドリル 33，321，324，329 
ミドリザル 69，74，80，141，164，179 
ムーアザル 8，3う2，354，407-409，412-418，

420 

や

ヤクシマザル(屋久島のニホンザル) 157， 

わ

161， 162， 164， 167， 172，220，267，268，413， 
415，416 

ワオキツネザル 321，324，329 
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執筆者紹介

揚妻直樹(あげつま なおき)第 7章

1994年京都大学大学院理学研究科博士課程修了，博士(理学)

現職北海道大学農学部附属演習林助手

調査項目 野生動物による変動する森林環境の利用

著書 『霊長類学を学ぶ人のために』世界思想社， 1999年(分担執筆)

Michael A. Huffman (マイケル・アラン・ハフマン)第 4章

1989年京都大学大学院理学研究科博士課程修了，理学博士

現職京都大学霊長類研究所客員教授

調査項目 霊長類の自己治療行動，寄生虫・宿主間関係

論文 Current evidence for self-medication in pri皿紅白 Amultidisciplinary perspective. Yearbook of 

Physical Anthropology 40: 171-200， 1997 

五百部裕(いほべひろし)第 3章

1991年京都大学大学院理学研究科博土課程修了，博士(理学)

現職椙山女学園大学人間関係学部助教授

調査項目 ピーリャ(ボノボ)とチンパンジーの狩猟肉食行動

著書 『人間史をたどる 自然人類学入門j朝倉書l百， 1996年(分担執筆)

井上(村山)美穂(いのうえーむらやま みほ)第 14章

1992年京都大学大学院理学研究科博士課程修了，博土(理学)

現職岐阜大学農学部助手

調査項目 ニホンザルの父子判定と社会行動，霊長類の神経伝達物質関連遺伝子の多型

著書 『性の人類学』世界思想社， 1994年(分担執筆)

岩本俊孝(いわもと としたか)第 9章

197ラ年九州大学大学院理学研究科博士課程単位取得退学，理学博士

現職 宮崎大学教育文化学部教授

調査項目 ヒヒ類の比較採食生態学

著書 『晴乳類の生態学』東京大学出版会， 1997年(分担執筆)

小清水弘ーにしみずこういち)第 4章

1960年京都大学大学院農学研究科博士課程修了，農学博士

現職 近畿大学生物理工学部生物ヱ学科教授・京都大学名誉教授

調査項目 野生霊長類による薬理的利用植物の探索とその生理的機能性成分の究明

論文 Use of Vernonia amygdalina by wild chimpanzee: Possible roles of its bitter and related constitu-
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